
問
神
栖
警
察
署

℡
0
2
9
9
‐
90
‐
0
1
1
0

県
警
察
官
採
用
試
験
（
第
1
回
）

男
性
・
女
性
警
察
官
A（
大
卒
程
度
）

対
象
＝
1
9
8
9
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短
期

大
学
を
除
く
）を
卒
業
ま
た
は
2
0
2
5

年
3
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方
、

ま
た
は
人
事
委
員
会
が
同
等
と
認
め
る
方

採
用
予
定
人
数
＝
男
性
36
人
、
女
性
15
人

程
度

男
性
警
察
官
A
・
女
性
警
察
官
A（
社
会

人
経
験
）

対
象
＝
1
9
8
9
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短

期
大
学
を
除
く
）を
卒
業
し
、
民
間
企
業
、

団
体
、
国
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
お
け

る
職
務
経
験
を
3
年
以
上
有
す
る
方

採
用
予
定
人
数
＝
男
性
5
人
、
女
性
3
人

程
度

男
性
・
女
性
警
察
官
B（
高
卒
程
度
）

対
象
＝
1
9
8
9
年
4
月
2
日
～
2
0
0
6

年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
、
警
察
官
A（
大

卒
程
度
）の
学
歴
区
分
に
該
当
し
な
い
方

（
2
0
2
5
年
3
月
31
日
ま
で
に
高
等
学

問
国
保
年
金
課

℡
0
2
9
9
‐
90
‐
1
1
4
5

学
生
納
付
特
例
制
度
の
手
続
き

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
学
生
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
『
学
生
納
付
特
例
制
度
』
の
手
続

き
が
で
き
ま
す
。

※�

申
請
手
続
き
は
年
度
ご
と
に
必
要
と
な

り
ま
す
。
2
0
2
4
年
度
分
は
4
月
か

ら
受
付
開
始

対
象
＝
大
学（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校（
※
１
）に
在
籍
す
る
学
生
な
ど
で
、
本

人
の
前
年
所
得
が
1
2
8
万
円
以
下
の
方

※�

扶
養
親
族
が
い
る
場
合
は
、
1
2
8
万

円
＋
扶
養
親
族
な
ど
の
人
数
×
38
万
円

で
計
算
し
た
額
以
下

（
※
１
）学
校
教
育
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る

修
業
年
限
が
1
年
以
上
の
課
程
に
在
籍
し

て
い
る
方

必
要
書
類

《
本
人
申
請
の
場
合
》

⃝�

本
人
確
認
で
き
る
も
の（
運
転
免
許

証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

⃝�

年
金
番
号
の
分
か
る
も
の（
年
金
手
帳

や
通
知
な
ど
）

⃝�

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請

書（
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

⃝�

学
生
証
の
コ
ピ
ー（
両
面
）ま
た
は
在
学

証
明
書
の
原
本

⃝�

会
社
な
ど
を
退
職
し
学
生
に
な
っ
た
方

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど
の
写

し
※�

代
理
人
が
持
参
し
て
申
請
す
る
場
合
は
、

次
の
書
類
も
必
要

⃝�

代
理
人
の
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
）

⃝�
別
世
帯
の
方
は
、
委
任
状
が
必
要

申
請
先
＝
国
保
年
金
課
、
市
民
生
活
課
、

年
金
事
務
所

申
請
方
法
＝
持
参
ま
た
は
申
請
先
に
郵
送

問
水
戸
南
年
金
事
務
所

℡
0
2
9
‐
2
2
7
‐
3
2
7
8

国
民
年
金
の
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　
4
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が
次
の
と

お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

旧　
月
額
＝
1
6
5
2
0
円　

新　
月
額
＝
1
6
9
8
0
円

■
納
付
は
前
納
が
お
得
で
す

　
現
金
納
付
で
2
年
度
分
を
前
納
す
る
と

最
大
1
5
2
9
0
円
の
割
引
が
あ
り
、
任

意
の
月
か
ら
翌
年
度
末
ま
で（
最
大
で
4

月
分
か
ら
翌
々
年
の
3
月
分
ま
で
の
2
年

分
）の
前
納
が
可
能
で
す
。

申
・
問
潮
来
税
務
署

℡
0
2
9
9
‐
66
‐
6
9
3
4

定
額
減
税
制
度
説
明
会

　
2
0
2
4
年
度
税
制
改
正
法
案
が
成

立
・
施
行
さ
れ
た
場
合
、
6
月
か
ら
定
額

減
税（
源
泉
所
得
税
関
係
）が
実
施
さ
れ
る

た
め
、
源
泉
徴
収
義
務
者
向
け
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
説
明
会
で
は
制
度
の
概
要
や
事
務
手
続

き
に
つ
い
て
説
明
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
定
額

減
税
特
設
サ
イ
ト
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
併
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
4
月
12
日（
金
）、
23
日（
火
）、
5

月
10
日（
金
）、
15
日（
水
）

各
日
、
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、
午
後
2

時
～
3
時
30
分

場
所
＝
潮
来
税
務
署

定
員
＝
各
回
30
人

※�

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

校
を
卒
業
見
込
み
の
方
を
除
く
）

採
用
予
定
人
数
＝
男
性
6
人
、
女
性
2
人

程
度

男
性
・
女
性
警
察
官
B（
社
会
人
経
験
）

対
象
＝
1
9
8
9
年
4
月
2
日
～
2
0
0
6

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
警
察
官
A

（
大
卒
程
度
）の
学
歴
区
分
に
該
当
せ
ず
、

民
間
企
業
、
団
体
、
国
、
地
方
公
共
団
体

な
ど
に
お
け
る
職
務
経
験
を
3
年
以
上
有

す
る
方

採
用
予
定
人
数
＝
男
性
4
人
、
女
性
2
人

程
度

共
通

1
次
試
験

⃝�

社
会
人
経
験
＝
4
月
27
日（
土
）

⃝�

大
卒
・
高
卒
程
度
＝
5
月
12
日（
日
）

受
付
期
限
＝
4
月
5
日（
金
）　
午
後
5
時

申
込
方
法
＝
県
警
察
採
用
案
内
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み

採
用
予
定
日

⃝�

A
区
分
＝
10
月
1
日
ま
た
は
2
0
2
5

年
4
月
1
日

⃝�

B
区
分
＝
10
月
1
日

問（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

茨
城
県
支
部

℡
0
2
9
‐
3
0
1
‐
1
1
5
0

危
険
物
取
扱
者
試
験

日
程
＝
6
月
16
日（
日
）

種
類
＝
甲
種
、
乙
種（
第
1
類
～
6
類
）、

丙
種

場
所
＝
ア
ト
ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

受
付
期
間
＝
4
月
12
日（
金
）～
24
日（
水
）

問
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会　
発ほ
っ
知ち

℡
0
9
0
‐
1
8
5
1
‐
7
7
9
9

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会（
鹿
の
会
）

ミ
ニ
交
流
会

日
時
＝
4
月
19
日（
金
）　
午
後
1
時
30
分

～
3
時
30
分

場
所
＝
保
健
・
福
祉
会
館

申
込
方
法
＝
前
日
ま
で
に
電
話
申
し
込
み

講
座
・
教
室

相　
談

募　
集

暮
ら
し

暮
ら
し

募　
集

講
座
・
教
室

相　
談
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